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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月17日(2020.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　供給原油から石油化学製品及び燃料製品を製造する統合プロセスであって、
　常圧蒸留ユニット（ＡＤＵ）において、前記供給原油から、少なくとも
　　直留ナフサを含む第一ＡＤＵ留分、
　　前記供給原油から出る中質留分の少なくとも一部を含む第二ＡＤＵ留分、及び
　　常圧残油を含む第三ＡＤＵ留分、
　を分離すること、
　減圧蒸留ユニット（ＶＤＵ）において、前記第三ＡＤＵ留分から、少なくとも
　　減圧軽油を含む第一ＶＤＵ留分
　を分離すること、
　留分水素化処理（ＤＨＰ）域において、前記第二ＡＤＵ留分から出る中質留分を水素化
処理すること、ならびに少なくとも、第一ＤＨＰ留分及び第二ＤＨＰ留分を回収すること
であって、前記第一ＤＨＰ留分は、ナフサを含み、及び前記第二ＤＨＰ留分は、ディーゼ
ル燃料製造に使用される、前記水素化処理すること、ならびに前記回収すること、
　接触改質域において、前記第一ＡＤＵ留分から出るナフサを処理すること、及び、濃化
学物質改質油を回収すること、
　流動接触分解域において、前記第一ＶＤＵ留分を処理して、少なくとも、石油化学製品
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として回収される軽質オレフィンに相当する第一ＦＣＣ留分、ＦＣＣナフサに相当する第
二ＦＣＣ留分、及びサイクル油に相当する第三ＦＣＣ留分を生成すること；
　混合原料水蒸気分解（ＭＦＳＣ）域において、芳香族化合物抽出域に由来する抽残液を
水蒸気分解することであって、水蒸気分解は、少なくとも、混合生成物流Ｈ２、メタン、
エタン、エチレン、混合Ｃ３、及び混合Ｃ４、熱分解ガス、及び熱分解油を回収するのに
有効な条件下で作動する、前記水蒸気分解すること、
　前記混合生成物流から、Ｈ２、メタン、非オレフィンＣ２－Ｃ４、ならびに石油化学製
品であるエチレン、プロピレン、及びブチレンを回収すること、
　ナフサ水素化処理域において、水蒸気分解から出た熱分解ガスを水素化処理すること、
及び水素化精製された熱分解ガスを回収すること、
　芳香族化合物抽出域において、石油化学芳香族化合物製品回収のため、水素化精製熱分
解ガスから芳香族化合物を、及び前記接触改質域から濃化学物質改質油を、ならびに芳香
族化合物抽出域抽残液を、分離することであって、芳香族化合物抽出に由来する前記抽残
液は、前記芳香族化合物抽出域抽残液の全部または一部である、前記分離すること、
を含む、前記統合プロセス。
【請求項２】
　ナフサは、前記接触改質域で処理される前に水素化精製される、請求項１に記載のプロ
セス。
【請求項３】
　濃ｎ－パラフィン流が、改質前の前記ナフサから分離され、前記濃ｎ－パラフィン流の
少なくとも一部が、前記ＭＦＳＣに送られる、請求項１または２に記載のプロセス。
【請求項４】
　前記第二ＦＣＣ留分を水素化精製して、水素化精製ＦＣＣナフサを生成することをさら
に含む、請求項１から３のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項５】
　前記芳香族化合物抽出域における芳香族化合物の分離の前に前記水素化精製ＦＣＣナフ
サからＣ５を回収すること、
　前記回収されたＣ５の少なくとも一部を前記混合原料水蒸気分解域に送ること、
をさらに含む、請求項４に記載のプロセス。
【請求項６】
　さらなる芳香族化合物製品及び前記混合原料水蒸気分解域に循環使用されるさらなる芳
香族化合物抽出域抽残液の回収のため、前記芳香族化合物抽出域において前記水素化精製
ＦＣＣナフサを処理することをさらに含む、請求項５に記載のプロセス。
【請求項７】
　前記第一ＶＤＵ留分から出る減圧軽油を、前記流動接触分解域において処理する前に、
軽油水素化処理（ＧＯＨＰ）域において水素化処理すること、
　ＬＰＧ、ナフサ、及び中質留分範囲の成分を含む常圧残油終点以下で沸騰する成分を含
有する第一ＧＯＨＰ留分、及び重質油を含有する第二ＧＯＨＰ留分を回収すること、をさ
らに含み、
　前記第二ＧＯＨＰ留分は前記流動接触分解域に送られる、
請求項１から６のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項８】
　前記混合生成物流から回収される非オレフィンＣ４は、さらなる石油化学製品の製造の
ため前記混合原料流分解域に循環使用されか、あるいは、さらなる石油化学製品の製造の
ため、別個の処理域に循環使用されるものであり、該別個の処理域は、ブテン混合物をを
混合ブタノールに転化するものであるか、あるいは、石油化学プロピレン、及び、前記Ｍ
ＦＳＣ域に循環使用されるＣ４／Ｃ５抽残液流を生成するメタセシス反応域である、請求
項１から７のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項９】
　ナフサは、前記接触改質域で処理される前に水素化精製されるものであり、前記水素化
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精製熱分解ガスからＣ５を回収すること、前記回収されたＣ５を、前記ＭＦＳＣ域に、さ
らなる石油化学製品の製造のため前記別個の処理域に、または前記混合原料流分解域及び
さらなる石油化学製品の製造のため前記別個の処理域の両方に送ること、
をさらに含み、前記回収されたＣ５は、前記混合原料流分解域に送られるものであるか、
あるいは、さらなる石油化学製品の製造のため、ブテン混合物を混合ブタノールに転化す
る別個の処理域に送られるものである請求項８に記載のプロセス。
【請求項１０】
　前記第三ＦＣＣ留分の少なくとも一部を、前記留分水素化処理域に送ることをさらに含
む、請求項１から９のいずれか１項に記載のプロセス。
【請求項１１】
　石油化学製品及び燃料製品を製造するための統合されたシステムであって、
　供給原料（１０２）を受け取って分離し、ナフサを含む第一ＡＤＵ留分（１３６）、前
記供給原料から出る中質留分の少なくとも一部を含む第二ＡＤＵ留分（１２２）、及び、
常圧残油を含む第三ＡＤＵ留分（１１４）、を排出するよう動作可能な常圧蒸留ユニット
（ＡＤＵ）（１１０）と、
　前記第三ＡＤＵ留分（１１４）を受け取って分離し、減圧軽油を含む第一ＶＤＵ留分（
１６２）を排出するよう動作可能な減圧蒸留ユニット（ＶＤＵ）（１６０）と、
　前記第二ＡＤＵ留分（１２２）から出る中質留分を受け取って、ナフサを含む第一ＤＨ
Ｐ留分（１８４）、及び、ディーゼル燃料製造に使用される第二ＤＨＰ留分（１８２）に
転化するよう動作可能な留分水素化処理（ＤＨＰ）域（１８０）と、
　前記第一ＡＤＵ留分（１３６）から出るナフサを受け取って化学物質改質油流（４２６
）に転化するよう動作可能な接触改質域（４００）と、
　前記第一ＶＤＵ留分（１６２）を受け取って、軽質オレフィンを含む第一ＦＣＣ留分（
７０４）、ＦＣＣナフサを含む第二ＦＣＣ留分（７０６）、及びサイクル油を含む第三Ｆ
ＣＣ留分（７０８）と、に転化するよう動作可能な流動接触分解域（７００）と、
　芳香族化合物抽出域（６２０）からのＣ６－Ｃ９非芳香族化合物抽残液流（６４６）を
受け取って熱分解するよう動作可能な混合原料水蒸気分解（ＭＦＳＣ）域（２３０）を含
み、混合Ｃ１－Ｃ４パラフィン及びオレフィンを含有する混合生成物流（２２０）、熱分
解ガス流（２１２）、ならびに熱分解油流（２１８）、を生成するよう動作可能な水蒸気
分解域と、
　前記熱分解ガス流（２１２）を受け取って精製し水素化精製熱分解ガス（６０４）を生
成するナフサ水素化処理域（６００）と、
　前記水素化精製熱分解ガス（６０４）及び前記化学物質改質油流（４２６）を受け取っ
て１以上の芳香族化合物生成物流（６２４，６２６）及び前記Ｃ６－Ｃ９非芳香族化合物
抽残液流（６４６）に分解するよう動作可能な芳香族化合物抽出域（６２０）と、を含む
システム。
【請求項１２】
　前記接触改質域（４００）は、前記供給原料（１０２）を単官能性または二官能性改質
触媒と接触させて、前記前記化学物質改質油流（４２６）の生成を可能にする、半再生、
循環再生、または連続触媒再生配置を含む請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記第一ＡＤＵ留分（１３６）から出るナフサを受け取って精製し、水素化精製ナフサ
流（４１２）を生成するよう動作可能なナフサ水素化精製域（４１０）をさらに含み、前
記接触改質域（４００）は、前記素化精製ナフサ流（４１２）を受け取って転化するよう
動作可能なものである請求項１１又は１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記第一ＡＤＵ留分（１３６）から出るナフサを受け取ってノルマルパラフィンリッチ
流、及び、分岐パラフィンを含有する非ノルマルリッチ流、に分離するよう動作可能な分
離域４０２をさらに含み、前記接触改質域（４００）は、前記非ノルマルリッチ流を受け
取って精製するよう動作可能なものであり、前記混合原料水蒸気分解（ＭＦＳＣ）域（２
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３０）は、前記ノルマルパラフィンリッチ流を受け取って熱分解するよう動作可能なもの
である請求項１１から１３のいずれかに記載のシステム。
【請求項１５】
　前記第二ＦＣＣ留分（７０６）からのナフサを受け取って精製し水素化精製ＦＣＣナフ
サ留分（６２２）を生成するよう動作可能なＦＣＣナフサ水素化処理域（６７０）をさら
に含み、前記芳香族化合物抽出域（６２０）は、前記水素化精製ＦＣＣナフサ留分（６２
２）を受け取って芳香族化合物を分離するよう動作可能なものである請求項１１から１４
のいずれかに記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ＦＣＣナフサ水素化処理域（６７０）は、前記芳香族化合物抽出域での芳香族化合
物の分離の前に、前記水素化精製ＦＣＣナフサ留分（６２２）からＣ５を分離するよう動
作可能なものであり、前記ＭＦＳＣ域（２３０）は、前記水素化精製ＦＣＣナフサ留分（
６２２）から分離されたＣ５を受け取るよう動作可能なものである請求項１５に記載のシ
ステム。
【請求項１７】
　前記芳香族化合物抽出域（６２０）は、前記水素化精製ＦＣＣナフサ留分（６２２）を
受け取るよう動作可能なものである請求項１５または１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記第一ＶＤＵ留分（１６２）から出る減圧軽油を受け取って精製し、ナフサ範囲の成
分を含む第一ＧＯＨＰ留分（３０６／３２６）、及び、重質油を含有し減圧軽油範囲にお
いて水素化精製軽油であるか未転化油である第二ＧＯＨＰ留分（３０４／３２４）、を生
成するよう動作可能な軽油水素化処理（ＧＯＨＰ）域（３００／３２０）を含み、前記Ｆ
ＣＣ域は、前記第二ＧＯＨＰ留分（３０４／３２４）を受け取るよう動作可能なものであ
る請求項１１から１７のいずれかに記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ナフサ水素化処理域（６００）は、Ｃ５流（６０６）を生成するよう動作可能なも
のであり、前記ＭＦＳＣ域（２３０）は、前記Ｃ５流（６０６）を受け取って熱分解する
よう動作可能なものである請求項１２から１８のいずれかに記載のシステム。
【請求項２０】
　前記ＡＤＵ（１１０）はさらに、前記第一ＤＨＰ留分（１８４）からのナフサ、前記第
一ＧＯＨＰ留分（３０６／３２６）からのナフサ、あるいは、前記第一ＤＨＰ留分（１８
４）及び前記第一ＧＯＨＰ留分（３０６／３２６）双方からのナフサを受け取って分離す
るよう動作可能なものであるか、あるいは、
　前記ＭＦＳＣ域（２３０）は、前記第一ＤＨＰ留分（１８４）からのナフサ、前記第一
ＧＯＨＰ留分（３０６／３２６）からのナフサ、あるいは、前記第一ＤＨＰ留分（１８４
）及び前記第一ＧＯＨＰ留分（３０６／３２６）双方からのナフサを受け取って熱分解す
るよう動作可能なものである請求項１８または１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記混合生成物流（２２０）を受け取って燃料ガス流（２０８）、エチレン流（２０２
）、混合Ｃ３流（２８６）、及び混合Ｃ４流（２０６）に分解するよう動作可能なオレフ
ィン回収トレイン（２７０）と、前記混合生成物流（２２０）から回収したＣ４の一部を
受け取ってオレフィン流（５２２）及び非オレフィン流（５２４）に分離するよう動作可
能なＣ４蒸留ユニット（５２０）と、を含む請求項１１から１９のいずれかに記載のシス
テム。
【請求項２２】
　前記ＭＦＳＣ域（２３０）は、前記非オレフィン流（５２４）を受け取って熱分解する
よう動作可能なものであるか、あるいは、
　前記システムがさらに、
　前記Ｃ４蒸留ユニット（５２０）からのブテン混合物（５５２）を受け取って混合ブタ
ノール生成物流（５５４）に転化するよう動作可能な混合ブタノール生成域（５５０）、
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あるいは、
　前記Ｃ５流（６０６）の全部あるいは一部を受け取ってプロピレン流（５３４）、及び
Ｃ４／Ｃ５抽残液流（５３８）に転化するよう動作可能なメタセシス反応域（５３０）で
あって、前記ＭＦＳＣ域（２３０）は、前記Ｃ４／Ｃ５抽残液流（５３８）を受け取って
熱分解するよう動作可能なものであるメタセシス反応域（５３０）、を含む請求項２１に
記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図６】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図８】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１１】
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